












































































































表 1　韓国における大学の「日本研究所」の現状（筆者調査。2018 年現在、13 カ所）
研究所の名称 創設 所属大学 学術誌 創刊年度
主な学術活動
（学術叢書出版など）
日本研究所 1979 中央大学校 日本研究 1980 国内・国際シンポジウム




















日本研究所 2000 釜山大学校 未刊 1982 日本学叢書、翻訳叢書
日本研究所 2002 壇国大学校 日本学研究 1997
国内・国際シンポジウム
日本研究所叢書




日本問題研究所 2002 明知大学校 未刊 1988 年に開始


























　日本研究所が設立された年度を見ると、1970 年代後半に 2 つ、1990 年代に 3
つ、2000 年以降に 8 つの研究所が設立されている。この点からすると、特に
2000 年代以降「日本研究所」の設立の必要性と「日本研究」のニーズが急増し
たことがわかる。「日本研究所」を、所在する地域によって分けるとソウルの大





















































































































































































韓国日本学会編『日本学報』第 39 集、1997 年。
韓国日語日文学会編『한국의 일본어교육 실태（韓国の日本語教育の実態）』1999 年。
東北アジア歴史財団『한일 역사현안 관련 야스쿠니신사 : 연구논저 목록	（韓日の歴史
14	 国際日本文化研究センターのホームページに掲載された小松和彦所長の「所長のごあい




ポジウム――韓国人の日本認識 100 年）』2010 年。
　＊	本稿は、韓国日本語文学会の『日本語文学』46（2010 年）に掲載された拙稿「日
本学研究の現況と課題――国内大学の「日本学研究所」を対象にして」の一部を
加筆・修正したものである。
	 （キム	ヨンイ　韓国・全南大学校	教授）
